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1.減圧弁とは
高い圧力(一次側)を低い圧力に下げるバルブ。

1)なぜ、使うのか(目的)

(1)配管や機器などの保護。破損や漏れなどを防止。

圧力が高くて
お腹が破裂
しそうだ！

電気温水器

丁度いい圧力
でお腹にも
やさしい

減圧弁を付けたら･･･

水用減圧弁

戸別給水用減圧弁

蒸気用減圧弁

パイロット式

直動式

減圧弁
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●水の場合：

(2)適正圧力の保持。

水はねを防止。

水栓や機器から、流れる水の勢いを落として水量を少なくする。

シャワー温度の安定。

ぼくの名前は
『減圧弁』
水の勢いを
降とすよ

『減圧弁』
ありがとう!!
水ハネが無く
なったわ

水がハネて
服が濡れ
ちゃった

●蒸気の場合：熱量(潜熱)を多く使用できる。

温度が下がり、用途に応じて使用できる。

温度が高すぎて
こげちゃうよ

ボクの名前は
『蒸気』です

ボクの名前は
『蒸気用減圧弁』
ボクが温度を
下げてあげよう

『蒸気』君
熱すぎるよ

『蒸気用減圧弁』
ありがとう
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2)どのような所に使うのか(用途)

●水用減圧弁

●蒸気用減圧弁

ＲＰ-６型

ＲＤ-３１Ｎ型

Ｐ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

高置水槽

量水器

戸別給水用減圧弁

集合住宅での配管例

住居内

ポンプ
受水槽

定水位弁

保圧減圧弁

ストレーナ

＊貯湯式温水器(電気・灯油)

＊集合住宅の戸別給水(シャフト内)

＊オフィス・病院などの給水・給湯配管

＊消火栓や消火用スプリンクラー配管

など。

＊煮沸釜

＊蒸気の暖房配管、蒸気加湿用

＊温水製造用熱交換器

＊ストレージタンク

＊冷房用の吸収式冷凍機

など。

安全弁
(安全逃し弁)

煮沸釜

ストレーナ

スチームトラップ

蒸気用空気抜弁

蒸気用減圧弁

ＲＤ-４４Ｎ型

ＲＤ-４０型



4

2.圧力を下げるしくみ(作動)

水栓のハンドルを全開すると、水は勢いよく出ます。

ハンドル全開

開度を絞る

ハンドルの開度を絞ると水の勢いは弱くなります。

●ハンドルの開度を変えると水の出かた(圧力と水量)

も変わります。

●減圧弁は使う水量が変わっても、圧力を一定に保

ちます。

なぜ!!

減圧弁は、水の出かた(圧力と水量)を見ながら

ハンドルの開度を自動的に調整します。

減圧弁の作動(直動式)

圧力が低いから
戸を開けよう

『弁開』 『弁閉』

丁度いい圧力だ！
戸を閉めよう

ホンタイ

チョウセツネジ

チョウセツバネ

ダイヤフラム

ステム

ベンザ

ベンタイ
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3.減圧弁の使われ方

1)水ライン

(1)減圧弁の使用目的

高置水槽

貯湯槽

受水槽

定水位弁

保圧減圧弁
量水器

●水栓類の耐久性を向上する。

●各戸、全て最適な給水圧力にする。

●流水騒音の低減。

●水ハネやウォータハンマの発生を抑える。

●漏水や破損事故を防止する。

●ミキシング温度の安定。

(2)使用例

集合住宅(併用雑居ビル)での給水システム

保圧減圧弁

給水用
揚水ポンプ

給湯用
循環ポンプ
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住居内

集合住宅

戸別給水用
減圧弁

ゾーニング用減圧弁

オフィス

トイレ

スプリンクラー

減圧弁

一次圧力調整弁
消火ポンプ熱源

吸排気弁

集合住宅のシャフト内

戸別給水用
減圧弁

ゾーニング用減圧弁

一次圧力調整弁

減圧弁

消火ポンプ
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2)蒸気ライン

(1)減圧弁の使用目的

(2)使用例

●熱量(潜熱)を多く使用できる。

●温度が下がり、用途に応じて使用できる。

蒸気による調理用加熱ライン、温水製造工程

減圧弁

煮沸釜

調理室

スチームトラップ

減圧弁 温度
調整弁

ヘッダー

安全弁

ボイラ

スチームトラップ

安全弁 蒸気用減圧弁

ボイラ
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煮沸釜

スチームトラップ

蒸気用減圧弁

ヘッダー

蒸気用減圧弁

スチームトラップ
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3)減圧弁周りの配管例

(1)水用減圧弁

ユニオン継手 止弁

バイパス管ユニオン継手 止弁

圧力計

減圧弁

圧力計

ユニオン継手

排水管

止弁

安全逃し弁

圧力計
吹出し管

吹出し管および排水管は、排水可能な安全な場所に導いてください。

(2)蒸気用減圧弁

●バイパス管あり

圧力計

ストレーナ

止弁

止弁 バイパス管

直管

減圧弁

圧力計

止弁

直管

安全逃し弁

吹出し管
圧力計

吹出し管は、安全な場所へ導いてください。

●バイパス管なし

圧力計

ブロー用止弁

排出管

止弁

ストレーナ

直管

減圧弁

直管

圧力計

止弁 安全逃し弁

吹出し管
圧力計

吹出し管および排出管は、安全な場所へ導いてください。

ストレーナ



一次側圧力 二次側圧力
弁(バルブ)
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1)圧力
●単位面積当たりに働く(加わる)力の大きさ。

水圧

圧力計で示される圧力

標準大気圧

真空計で示される圧力

絶対零圧力(完全真空)

絶
対
圧
力

ゲ
ー
ジ

圧
力

真
空

圧
力
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＊気圧(高気圧・低気圧)。

＊高い山へ登ると圧力は低い。

＊水中(海中)は圧力が高い。

●通常、大気圧を基準にしたゲージ圧力(圧力計の値)で表す。

●絶対圧力とは、絶対零圧力(完全真空)を基準にした圧力。

(単位：MPa)

(単位：MPa･A)

ゲージ圧力と絶対圧力

ゲージ圧力＝0.3MPaの絶対圧力は、

＋
ゲージ圧力

0.3MPa

大気圧

0.1013MPa･A

絶対圧力

0.4013MPa･A
＝

●良く使われる言葉

一次側圧力

二次側圧力

差圧

弁前後の最小差圧

適用差圧限界

弁の入口側圧力(P1)：

弁の出口側圧力(P2)

弁の一次側圧力と二次側圧力と

の圧力差(⊿P)

弁が使用(作動)できる、差圧の

最小値

弁が使用(作動)できる、差圧の

最大値

：

：

：

：

差圧
(⊿P)

＝
一次側圧力

(P1)
二次側圧力

(P2)
－

●良く使われる圧力の単位

MPa(メガパスカル)

㎏f/cm2g(キログラム毎平方センチメートル)

㎜Hg(水銀柱ミリメートル)

mAq(水柱メートル)

1.0 MPa

10.197 ㎏f/cm2g

7501 ㎜Hg

101.97 mAq

など。

4.よく使用する言葉(用語)

低気圧

高気圧



熱量

温
度

0

顕熱

水

潜熱

水と蒸気
過熱蒸気

飽和水線 飽和蒸気線

蒸気

沸騰水

復水

11

2)流体
通常、使用するバルブの中を流れる物体をいう。

バルブの使用できる流体を限定している。
他の流体に使用すると、作動出来ない、破損
するなどの問題がある。

適用流体：

●良く使われる流体

水 ：水道水(上水)、中水(雑用水)、工業用水、給湯、温水、冷温水、高温水など。

(用途、質、温度により、色々といわれる。)

蒸気 ：飽和蒸気、過熱蒸気

水を一定の圧力のもとで加熱すると温度が上昇し、ある温度になると一部が

蒸発を始め、更に加熱すると水の全部が蒸発する。この間の温度は一定で

「飽和温度」といい、この時の圧力を「飽和蒸気圧力」、この時の蒸気を

「飽和蒸気」という。

飽和蒸気を更に加熱し、温度が飽和温度以上になった蒸気を「過熱蒸気」と

いい、過熱蒸気の温度と飽和温度との差を「過熱度」という。

ドレン：蒸気(潜熱)が使用され、凝縮してできた高温の水(復水)のことをいう。

油 ：灯油、重油、潤滑油など。

気体 ：空気、窒素、都市ガス、プロパンガス、酸素など。

3)温度
体温、水温、気温などのあたたかさの度合いをいう。

絶対温度：極限の温度を絶対零度(-273.16℃)といい、この温度を基準にした温度を絶対

温度{単位：K(ケルビン)}という。

100℃の絶対温度は、

100＋273.16※＝373Kとなる。
※通常273として計算する
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4)流量

●流量に用いる単位(流体がある時間に流れる量)

：m3/h(標準状態)、㎏/h

水・液体

蒸気

空気(気体)

：L/min、m3/h

：㎏/h

●Cv値

Cv値とはバルブの容量(能力)係数のことで、呼び

径選定時に使用します。

60°Ｆ(15.6℃)の清水を弁(全開)前後の差圧を

1psi(0.07㎏f/㎝2)に保って流した時の流量を

米gal/minで表した数値をその弁のCv値という。

(通常単位はつけない)

バルブや配管内を流れる流体の量。



5.参考資料

1)バルブに使われる規格など
バルブは使用される用途(ボイラ、圧力容器、水道設備など)により、構造、材質、計算

式などが規格化されています。

また、官公庁の標準仕様書、機材使用承認などがあり、設備や用途により特定の商品が

使用されます。

営業活動の中で、バルブとして多く使用される規格、承認制度は次の通りです。

(1)JIS規格(Japanese Industrial Standards.)

日本産業規格として、材料・寸法・構造・性能・検査など幅広く規格化されている。

a)JIS B 2352

JIS B 8414

c)JIS B 8410

b)JIS B 8210

ベローズ形伸縮管継手(JB-13、14、21、22型)

水道用減圧弁(RD-25SN型、50SN型シリーズ)

当社は、付属書4の「用途A」に該当し建築設備用。

安全弁の基本となる規格。

温水機器用逃し弁(SL-35N型シリーズ)

安全弁(SL型、SF型)

電気温水器などに使用される、減圧弁・逃し弁。

：

：

：

：

(2)SHASE規格(The Society of Heating,Air-Conditioning and Sanitary Engineers of Japan - Standard.)

空気調和・衛生工学会規格として、建築設備の暖冷房、給水・給湯設備や排水などに

ついて規格化。

a)SHASE-S003

b)SHASE-S106

SHASE-S007

：

：

：スリーブ形伸縮管継手(JS型)

メカニカル形変位吸収管継手(JU型)

スリーブ形伸縮管継手、ボールジョイントの基本となる規格。

減圧弁(RP型、RD型)

空調設備・衛生設備に使用する、蒸気用・水用の減圧弁について規格

化。減圧弁の基本となる規格。

(3)標準仕様書(建築工事・機械設備工事・建築改修工事)

国土交通省の国土交通大臣官房官庁営繕部監修を基本として、防衛省、文部科学

省、都市再生機構など各官庁で、建築設備に使用する機材や施工などについて定

めている。

また、都道府県においても同様に規定している。

(4)水道法性能基準適合品

平成9年の水道法の改正で、水道法施行令第4条に規定する給水装置の構造及び材質の

基準が、厚生省(現厚生労働省)令によって7項目の性能基準が定められています。

性能基準は、「耐圧性能」、「浸出性能」、「耐寒性能」、「水撃限界性能」、「逆

流防止性能」、「負圧破壊性能」、「耐久性能」の7項目で性能基準により適用対象品

が異なっております。(例:減圧弁は「耐圧性能」「浸出性能」「耐久性能」)

これらの政省令は、平成9年10月1日から施行されております。

一方、平成14年の水道法の改正による水道法施行令第5条に基づき、給水装置に係る鉛

の浸出性能基準が改正され、厚生労働省令によって新浸出性能基準が定められました。

この新基準によって給水装置工事に使用する弁類は、平成15年4月1日から新基準に適

合したものでなければなりません。

性能基準に適合する製品であることを証明する方法として、製造業者が自ら証明する

「自己認証」のほかに、第三者機関が、製造業者の希望に応じて製品が基準に適合

することを証明し、認証マークの表示を認めるのが「第三者認証」です。

13
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(株)ベンでは関連する主な製品を、第三者機関の一つである「(公社)日本水道協会品

質認証センター」の認証登録品とし、その検査合格品(ベンではカタログ類への標記

を「水道法性能基準適合品」または「水道法適合品」としています。)には、認証

マークのシール貼り付け、または鋳出し・刻印の表示をしています。

シールの場合 打刻・鋳出しの場合

(5)(一財)日本消防設備安全センター(型式認定品)

消防防災用消火設備に使用するバルブ、継手、装置などにつ

いて、設備等技術基準に適合していることの「認定」を行い、

消火設備に使用される。

ベン製品：減圧弁（WVR-02T,05T型、RD-51T型） 

一次圧力調整弁（WVM-02T型） 

「(公社)日本水道協会品質認証センター」認証登録品の表示



P M
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2)自動弁の使用例

『集合住宅周り』

【全体図】

【受水槽周り】

高置水槽へ

ポンプ

緊急遮断弁

電磁弁

定水位弁

ボールタップ

受水槽
ストレーナ

量水器

給水P M

緊急遮断弁
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【量水器周り】

空気抜弁

受水槽より

高置水槽

緊急遮断弁

住居内配管

戸別給水用減圧弁

逆止弁

量水器

給湯ヘッダ

給水ヘッダ

水撃防止器

給湯器
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『ボイラ・熱交換器設備』

【全体図】

【ボイラ周り】

ガス用電磁弁 安全弁

蒸気

ブロア 減圧弁

給油

ストレーナ

B

B
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【ヘッダ周り】

蒸気ヘッダ

ストレーナ

スチームトラップ

ストレーナ

減圧弁

安全逃し弁

熱交換器へ

伸縮管継手
ドレンセパレータ

スチームトラップ
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【熱交換器周り】

ヘッダより

蒸気

ストレーナ

温度調整弁

給湯

レリーフ弁

熱交換器

給水用減圧弁

給水

ストレーナ

ストレーナ

スチームトラップ

スチームトラップ

ドレンセパレータ

安全逃し弁
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